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1
　
は
じ
め
に

　

多
く
の
中
山
間
地
域
を
抱
え
る
日
本
に

と
っ
て
、
森
林
・
林
業
再
生
は
地
方
創
生

に
も
つ
な
が
る
重
要
な
政
策
課
題
で
あ
り
、

わ
が
国
政
府
に
お
い
て
も
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
経
済
財
政
運
営

の
方
針
で
あ
る
「
骨
太
の
方
針
」
に
、

G
X
や
防
災
・
減
災
の
観
点
か
ら
、
森
林
・

林
業
再
生
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」（
2
0
2
1

年
6
月
15
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
も
、

森
林
を
適
正
に
管
理
し
て
、
林
業
・
木
材

産
業
の
持
続
性
を
高
め
な
が
ら
成
長
発
展

さ
せ
る
こ
と
で
、「
2
0
5
0
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
も
見
据
え
た
豊
か
な
社

会
経
済
を
実
現
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
林
業
は
、
発
展
途
上
国
や

国
土
が
広
い
国
の
産
業
で
あ
り
、
日
本
に

は
適
さ
な
い
と
す
る
意
見
も
み
ら
れ
た
。

も
っ
と
も
、
海
外
で
は
先
進
国
か
つ
面
積

が
狭
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
林
業
を
国
の

重
要
産
業
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ま
た
、
昨
今
の
情
勢
変
化
を
踏
ま
え
れ
ば
、

十
分
に
日
本
で
も
林
業
を
成
長
産
業
と
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
林
業
は
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
そ
の
解
決

が
必
要
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

わ
が
国
の
森
林
・
林
業
が
抱
え
て
い
る
課

題
を
整
理
し
、
再
生
に
向
け
て
何
を
す
べ

き
か
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

2
　
森
林・林
業
と
日
本

　

林
業
の
年
間
産
出
額
は
近
年
4
5
0
0

億
円
前
後
で
推
移
し
て
い
る
（
図
表
1
）。

し
か
し
な
が
ら
、
林
業
は
、
こ
の
金
額
か

ら
示
さ
れ
る
よ
り
も
大
き
な
影
響
を
経

済
・
非
経
済
両
面
で
わ
が
国
に
与
え
て
い

る
。
具
体
的
に
は
次
の
通
り
と
な
る
。

（
1
）経
済
面
で
の
存
在
意
義

　

ま
ず
、
林
業
は
産
業
に
乏
し
い
中
山
間

地
域
に
と
っ
て
貴
重
な
産
業
で
あ
る
。
実

際
、
林
業
生
産
額
は
中
山
間
地
域
の

G
R
P
（
域
内
総
生
産
）
対
比
で
1
％
前

後
を
占
め
る
。
ま
た
、
関
連
産
業
ま
で
含

地
方
創
生・脱
炭
素・防
災
等
か
ら
関
心
が
高
ま
る
森
林・林
業
再
生

日
本
総
合
研
究
所 

上
席
主
任
研
究
員

石
川
智
久

解 説

　
多
く
の
中
山
間
地
域
を
抱
え
る
日
本
に
と
っ
て
、
森
林
・
林
業
再
生
は
地
方
創
生
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
政
策
で
あ
る
。

ま
た
、「
骨
太
の
方
針
」
で
は
、
脱
炭
素
と
い
っ
た
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
G
X
）
や
防
災
・
減
災

の
観
点
か
ら
も
着
目
さ
れ
て
い
る
。
世
界
的
な
木
材
需
要
の
増
加
な
ど
を
背
景
に
日
本
木
材
に
対
す
る
海
外
の
関
心
も
高

ま
り
つ
つ
あ
る
。
一
方
で
課
題
も
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
は
①
林
道
整
備
や
林
業
D
X
に
よ
る
効
率
化
②
担
い

手
確
保
に
向
け
た
広
報
活
動
の
強
化
③
最
近
の
技
術
革
新
を
活
用
し
た
木
材
の
用
途
範
囲
の
拡
大
④
輸
出
の
拡
大
や
高
付

加
価
値
化
―
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、
解
消
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

い
し
か
わ
・
と
も
ひ
さ　
97
年
東
大

経
卒
、同
年
住
友
銀
行
入
行
。99
年
日

本
総
合
研
究
所
調
査
部
。02
年
よ
り

日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
出
向
、

04
年
三
井
住
友
銀
行
経
営
企
画
部
金

融
調
査
室
、17
年
日
本
総
合
研
究
所

調
査
部
関
西
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、

19
年
マ
ク
ロ
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
所

長
。21
年
4
月
よ
り
現
職
。近
著
に

「
大
阪
が
日
本
を
救
う
」（
日
本
経
済

新
聞
出
版
）、「
大
阪
の
逆
襲
」（
青
春

出
版
社
）。
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め
る
と
、
日
本
経
済
に
対
し
て
無
視
で
き

な
い
存
在
感
が
あ
る
。
ま
ず
、
19
年
の
木

材
工
業
の
生
産
額
は
2
・
8
兆
円
で
あ
る

ほ
か
、
日
本
の
住
宅
の
9
割
が
木
造
住
宅

で
あ
る
た
め
、
木
材
不
足
は
住
宅
市
場
の

低
迷
を
通
じ
て
日
本
全
体
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
。
例
え
ば
、
21
年
、
コ
ロ
ナ
等
の
影

響
か
ら
海
外
で
木
材
価
格
が
高
騰
し
、
木

材
自
給
率
が
約
40
％
の
わ
が
国
に
も
影
響

が
波
及
し
た
（
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
）。
そ

れ
に
よ
り
、
製
材
価
格
は
2
〜
3
倍
と

な
り
、
建
設
工
事
費
デ
フ
レ
ー
タ
ー
（
木

造
住
宅
）
は
前
年
比
で
10
％
近
く
上
昇
し

た
。住
宅
の
価
格
弾
力
性
は
0
・
3
〜
0
・

5
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
木
造
住
宅
の

需
要
は
3
〜
5
％
減
少
し
た
と
推
計
さ

れ
る
。
仮
に
日
本
の
住
宅
市
場
で
国
内
木

材
の
シ
ェ
ア
が
高
け
れ
ば
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ

ッ
ク
の
悪
影
響
は
こ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
ら

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
2
）非
経
済
面
で
の
存
在
意
義

　

森
林
・
林
業
再
生
は
、
経
済
的
な
価
値

以
上
に
非
経
済
的
な
面
で
大
き
な
存
在
意

義
が
あ
る
。
森
林
が
保
有
す
る
国
土
保
全

や
水
源
、
地
球
環
境
保
全
な
ど
の
多
面
的

価
値
に
つ
い
て
、
林
野
庁
で
は
年
間
70
兆

円
以
上
と
試
算
し
て
い
る
。
特
に
注
目
す

べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
戦
後
の
植
林
の
努
力
に
よ
っ
て
達
成

し
た
国
土
面
積
7
割
に
及
ぶ
森
林

　

わ
が
国
は
国
土
面
積
の
約
7
割
が
森
林

で
あ
り
、
ま
さ
に
森
林
国
と
言
え
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
山
に
多
く
の
木
が
あ
る
の

が
当
然
の
風
景
と
な
っ
た
の
は
実
は
戦
後

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
明
治
か
ら
戦

前
・
戦
後
に
か
け
て
は
、
建
築
用
材
、
燃

料
、
肥
料
な
ど
と
し
て
森
林
が
過
度
に
伐

採
さ
れ
た
一
方
で
、
植
林
も
遅
れ
た
こ
と

か
ら
、
多
く
の
山
は
「
は
げ
山
」
で
あ
っ

た
。
現
在
の
豊
富
な
森
林
資
源
は
、
戦
後

50
年
以
上
の
時
間
を
か
け
て
育
成
し
て
き

た
も
の
で
あ
り
、
や
っ
と
資
源
と
し
て
有

効
活
用
で
き
る
局
面
に
入
っ
た
と
言
え
る
。

　

②
防
災
な
ど
の
国
民
の
生
活

　

山
が
荒
れ
た
場
合
、
森
林
の
保
水
機
能

が
弱
ま
る
た
め
、
土
砂
崩
れ
な
ど
が
発
生

し
や
す
く
な
る
。
逆
に
山
が
き
ち
ん
と
整

備
さ
れ
れ
ば
、
災
害
も
起
き
に
く
く
な
る
。

さ
ら
に
、
森
林
の
荒
廃
は
、
生
活
地
域
に

お
け
る
野
生
動
物
の
出
没
な
ど
に
繋つ

な

が
り
、

鳥
獣
害
な
ど
で
中
山
間
地
域
の
生
活
が
脅

か
さ
れ
る
。
一
方
、
手
入
れ
が
行
き
届
い

た
山
林
は
中
山
間
地
域
の
人
々
の
生
活
の

質
（Q

uality of Life

） 

を
上
げ
る
。

　

③
二
酸
化
炭
素
削
減

　

二
酸
化
炭
素
削
減
の
観
点
か
ら
も
森
林

の
価
値
は
世
界
的
に
再
評
価
さ
れ
て
お
り
、

森
林
経
営
を
通
じ
て
そ
の
目
標
の
達
成
を

目
指
す
動
き
が
増
大
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

欧
州
で
は
「
E
U
森
林
戦
略
2
0
3
0
」

に
お
い
て
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
強

化
・
森
林
所
有
者
へ
の
経
済
的
支
援
の
強

化
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
、

二
酸
化
炭
素
吸
収
量
の
9
割
以
上
が
森
林

で
あ
り
、
19
年
度
の
森
林
の
二
酸
化
炭
素

吸
収
量
は
、
わ
が
国
の
総
排
出
量
の
4
％

に
相
当
（
4
2
9
0
万
㌧
／
12
・
1
億
㌧
）

し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
森
林
の
手
入
れ

が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
森
林
の
二
酸
化
炭

素
の
吸
収
が
減
り
、
海
外
か
ら
排
出
権
を

購
入
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
る
。
森
林
の

保
全
は
脱
炭
素
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
な
デ
メ
リ
ッ
ト

を
も
た
ら
す
可
能
性
に
も
留
意
す
べ
き
で

あ
る
。

3
　
森
林・林
業
に
訪
れ
た
チ
ャ
ン
ス

　

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
日
本
は
木
材
を
安

価
な
輸
入
品
に
頼
る
こ
と
が
多
く
、
国
内

林
業
の
振
興
に
は
あ
ま
り
熱
心
で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
木
材
の
自
給
率

は
足
元
で
上
昇
し
て
い
る
ほ
か（
図
表
2
）、

前
述
の
通
り
、
骨
太
の
方
針
に
も
明
記
さ

れ
、
産
業
強
化
へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ

あ
る
。

　

加
え
て
①
世
界
的
な
木
材
需
要
の
拡
大

②
伐
採
適
齢
期
の
木
材
の
多
さ
③
地
政
学

リ
ス
ク
の
高
ま
り
―
な
ど
を
反
映
し
て
、

1980 85 90 95 2000 05 10 15 20

（億円）

木材生産 栽培きのこ類生産 その他

（年）

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

1955 60 65 70 75 80 85 90 95 2000 05 10 15 20

（万㎥） （%）

（年）国産材 輸入丸太 輸入製品 自給率

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

100

80

60

40

20

0

（出所）林野庁「木材需給表」を基に日本総合研究所作成

〈図表1〉林業産出額の推移（全国）

（出所）林野庁「木材需給表」を基に日本総合研究所作成

〈図表2〉木材供給と自給率
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自
給
率
の
さ
ら
な
る
向
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、

輸
出
産
業
化
を
期
待
す
る
声
も
聞
か
れ
る
。

こ
れ
ら
の
現
状
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
以

下
の
通
り
と
な
る
。

　

①
世
界
的
な
木
材
需
要

　

世
界
の
木
材
需
要
は
拡
大
傾
向
に
あ
り
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
生
産
量
も
増
加
し
て
い

る
（
図
表
3
）。
今
後
も
世
界
の
経
済
成

長
や
木
材
建
築
の
機
能
向
上
な
ど
か
ら
こ

う
し
た
傾
向
は
続
く
可
能
性
が
大
き
い
。

一
般
的
に
木
材
は
地
産
地
消
の
傾
向
が
強

く
、
世
界
的
に
み
て
、
他
国
へ
の
輸
出
は

全
体
の
7
％
に
す
ぎ
な
い
。
も
っ
と
も
、

ア
ジ
ア
で
は
需
要
量
が
圧
倒
的
に
多
く
、

ア
ジ
ア
以
外
の
地
域
か
ら
の
輸
入
で
凌し

の

い

で
い
る
状
況
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
に
位
置
す

る
日
本
に
お
い
て
も
輸
出
を
伸
ば
し
て
い

く
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
。

　

②
伐
採
適
齢
期
の
木
材
の
多
さ

　

前
述
の
通
り
、
日
本
の
山
の
多
く
は
終

戦
直
後
、
木
が
な
い
「
は
げ
山
」
で
あ
り
、

輸
入
材
が
材
木
供
給
の
主
体
と
な
っ
た
の

は
「
国
内
に
木
が
な
い
か
ら
」
と
い
う
面

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
植
林
の
結
果
、
植

栽
か
ら
30
年
以
上
の
収
穫
適
齢
期
の
人
工

林
が
半
分
以
上
を
占
め
る
ま
で
森
林
資
源

は
回
復
し
た
。
一
方
で
、
樹
齢
30
年
以
上

の
木
は
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
力
が
減
少
す

る
。
そ
の
た
め
、
古
木
を
伐
採
し
、
新
た

な
木
を
植
え
る
こ
と
は
、
脱
炭
素
の
観
点

か
ら
意
味
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
が
伐

採
・
植
林
を
実
施
す
べ
き
時
期
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

③
地
政
学
リ
ス
ク

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
を
反
映
し
た
ロ

シ
ア
へ
の
制
裁
や
警
戒
感
か
ら
、
同
国
か

ら
の
木
材
調
達
を
減
ら
す
国
が
増
え
る
可

能
性
が
高
い
。
ま
た
、
ハ
イ
テ
ク
製
品
で

は
な
い
た
め
、
経
済
安
全
保
障
上
の
問
題

と
な
る
可
能
性
が
低
い
商
材
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
中
国
な
ど
へ
の
輸
出
も
進
め
や
す

い
と
み
ら
れ
る
。

4
　
課
題
と
対
応

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
林
業
を
巡
る
環

境
と
し
て
は
、
産
業
と
し
て
復
活
が
期
待

で
き
る
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
伐
採
と
植

林
を
適
正
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
つ
つ
、
産

業
と
し
て
自
立
し
て
い
け
ば
、
山
の
手
入

れ
が
進
み
、
経
済
面
以
外
の
メ
リ
ッ
ト
も

維
持
さ
れ
る
。
一
方
で
、
林
業
再
生
に
向

け
て
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
が
、
そ
の
解

決
の
方
向
性
も
見
え
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で

以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
と
取
る
べ

き
対
応
を
整
理
す
る
。

（
1
）効
率
化
に
向
け
た
林
道
整
備
や
D
X

　

日
本
の
林
業
の
コ
ス
ト
構
造
を
み
る
と
、

海
外
に
比
べ
て
川
下
で
の
販
売
価
格
に
は

遜そ
ん

色し
ょ
く

は
な
い
。
も
っ
と
も
、
生
産
費
・

運
材
費
・
流
通
コ
ス
ト
が
高
い
結
果
、
山

の
保
有
者
の
収
入
に
相
当
す
る
山や

ま
も
と元

立り
ゅ
う
ぼ
く木
価
格
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
わ
が

国
林
業
の
高
コ
ス
ト
構
造
の
背
景
に
は
、

木
々
が
急
斜
面
に
生
え
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
平
地
が
多
い
海
外
に
比
べ
て
生
産
費

や
運
材
費
が
高
く
な
り
や
す
い
こ
と
が
あ

る
。
も
っ
と
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
よ
う

に
日
本
と
同
様
に
山
地
が
多
い
国
で
あ
っ

て
も
、
コ
ス
ト
が
低
く
、
競
争
力
を
発
揮

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ

ア
が
コ
ス
ト
競
争
力
を
発
揮
し
て
い
る
背

景
に
は
、
山
岳
地
帯
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
た
林
道
の
整
備
が
指
摘
で
き
る
。
一
方

で
、
日
本
で
は
路
網
密
度
が
欧
米
に
比
べ

て
低
い
上
（
図
表
4
）、
適
切
な
林
道
整

備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ

る
。

　

ま
た
、
農
業
な
ど
で
は
D
X
が
進
展
し
、

「
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
」
と
い
わ
れ
る
分
野
が

実
装
さ
れ
る
段
階
に
あ
る
が
、
林
業
で
は

各
種
技
術
が
揃そ

ろ

い
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
実

装
に
つ
い
て
は
ま
だ
道
半
ば
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
ま

ず
は
輸
送
の
効
率
化
に
向
け
て
林
道
の
整

備
が
重
要
で
あ
る
。
総
延
長
を
延
伸
す
る

だ
け
で
な
く
、
地
形
や
導
入
す
る
林
業
機

械
な
ど
に
合
わ
せ
た
低
コ
ス
ト
・
高
効
率

な
路
網
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た

林
業
D
X
の
進
展
も
重
要
で
あ
る
。
近
年
、

林
業
機
械
の
自
動
化
・
遠
隔
操
作
化
が
進
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（出所）国際連合農業食料機関「FAOSTAT」を基に日
本総合研究所作成

〈図表3〉世界の木材生産量

（出所）日本政策投資銀行　森林ビジネスイノベーショ
ン研究会報告書を基に日本総合研究所作成

〈図表4〉路面密度の諸外国との比較
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展
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
最
新
技
術
の
導

入
で
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。（

2
）担
い
手
確
保
に
向
け
た
各
種
対
応
の
加
速

　

林
業
に
お
い
て
は
、
政
府
の
人
材
確
保

策
で
あ
る
「
緑
の
雇
用
事
業
」
な
ど
に
よ

っ
て
新
規
就
業
者
は
一
定
程
度
あ
り
、
か

つ
て
問
題
と
な
っ
た
高
齢
化
率
は
ピ
ー
ク

ア
ウ
ト
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

若
年
者
率
は
足
元
で
頭
打
ち
傾
向
に
あ
る

（
図
表
5
）。
若
年
層
の
就
業
が
進
ま
な
く

な
っ
て
い
る
理
由
と
し
て
は
、
事
故
率
の

高
さ
が
指
摘
で
き
る
。
実
際
、
林
業
に
お

け
る
死
傷
率
は
19
年
で
全
産
業
平
均
の
10

倍
近
く
に
な
っ
て
い
る
。
林
業
の
活
性
化

の
た
め
に
は
若
年
層
の
参
入
が
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
の
た
め
の
就
職
環
境
整
備
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

担
い
手
不
足
の
解
消
に
向
け
て
は
、「
緑

の
雇
用
」
な
ど
の
人
材
確
保
策
の
周
知
を

強
化
す
る
な
ど
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
な

努
力
も
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
各
種
の
研
修
内
容
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
す
る
ほ
か
、
前
述
の
林
業
D
X

な
ど
も
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
死
傷

者
数
の
最
小
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
加

え
て
、
林
業
D
X
が
進
展
す
れ
ば
、
都
市

部
の
住
民
に
よ
る
週
末
の
林
業
参
加
（
林

業
版
半
農
半
X
）
も
進
む
た
め
、
担
い
手

不
足
確
保
に
も
活
用
で
き
る
。

（
3
）木
材
の
用
途
範
囲
の
拡
大

　

日
本
で
は
木
材
は
低
層
住
宅
向
け
が
中

心
で
あ
り
、
高
層
建
築
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

や
商
業
施
設
等
の
低
層
非
住
宅
建
築
、
防

火
地
域
で
の
建
築
に
木
材
が
使
わ
れ
る
こ

と
が
少
な
い
。
木
材
需
要
を
拡
大
す
る
に

は
、
こ
れ
ら
の
建
築
へ
の
木
材
活
用
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　

木
材
の
活
用
を
増
や
す
た
め
に
は
高
層

階
や
非
住
宅
分
野
に
も
進
出
す
る
必
要
が

あ
る
。
足
元
で
は
、
様
々
な
技
術
革
新
に

よ
っ
て
、
強
度
や
防
火
加
工
さ
れ
た
木
材

が
増
え
て
お
り
、
高
層
階
や
非
住
宅
分
野

に
活
用
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

こ
う
し
た
木
材
は
コ
ス
ト
が
高
い
た
め
、

今
後
は
生
産
効
率
の
向
上
な
ど
に
よ
る
コ

ス
ト
削
減
が
不
可
欠
と
な
る
。
さ
ら
に
、

建
築
に
お
い
て
は
、
木
材
を
活
用
し
た
高

層
建
築
を
担
当
す
る
設
計
士
な
ど
が
不
足

し
て
お
り
、
設
計
や
建
築
で
の
人
材
の
育

成
な
ど
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
4
）輸
出
の
拡
大
と
高
付
加
価
値
化

　

輸
出
も
拡
大
傾
向
に
あ
る
が
、
付
加
価

値
が
低
く
、
買
い
た
た
か
れ
や
す
い
丸
太

な
ど
が
多
く
、
付
加
価
値
が
高
い
製
材
な

ど
の
ウ
エ
ー
ト
は
低
い
。
収
益
性
を
高
め

る
た
め
に
も
、
輸
出
品
目
の
高
付
加
価
値

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

林
業
は
地
産
地
消
の
産
業
で
あ
る
が
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
中
国
な
ど
の
ア
ジ

ア
の
住
宅
市
場
な
ど
を
入
念
に
調
査
し
、

そ
れ
ら
の
国
に
輸
出
を
拡
大
す
る
こ
と
で

高
収
益
化
を
実
現
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
は
、
国
内
の
消
費
量
と
同
じ

1
5
0
0
万
立
方
㍍
を
輸
出
に
回
し
て
い

る
。
一
方
、
日
本
は
国
内
消
費
が

3
0
0
0
万
立
方
㍍
、
輸
出
が
1
0
0
万

立
方
㍍
と
な
っ
て
お
り
、
輸
出
が
非
常
に

小
さ
い
。
し
か
も
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

は
国
内
需
要
の
増
減
を
輸
出
で
調
整
し
て

い
る
。
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
経
験
を
考
え

る
と
、
日
本
も
こ
う
し
た
体
制
を
見
習
う

必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
港
湾
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。
鹿
児
島
県
の
志
布
志
港
は

木
材
輸
出
に
適
し
た
設
備
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。
木
材
の
集
積
地
に
近
い
港
湾
に
お

い
て
は
、
そ
う
し
た
環
境
整
備
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
政
策
も
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
輸
出
を
戦
略
的
に
展
開
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

よ
う
に
海
外
の
市
場
を
熟
知
し
た
上
で
、

適
切
な
商
品
選
択
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
が

重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

は
香
り
の
癒
や
し
効
果
が
海
外
で
人
気
を

博
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
式
木
造
建
築

を
好
む
層
も
お
り
、
そ
う
し
た
も
の
に
は

日
本
の
製
材
・
合
板
は
活
用
さ
れ
や
す
い
。

　

政
府
は
木
材
輸
出
に
つ
い
て
、
30
年
に

現
在
の
3
倍
と
な
る
1
8
0
0
億
円
を
目

標
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
中
山
間
地
域
の

G
R
P
の
0
・
4
%
に
相
当
す
る
。
人
口

減
少
下
の
同
地
域
に
お
い
て
、
大
き
な
経

済
効
果
を
も
た
ら
す
。
中
山
間
地
域
の
経

済
刺
激
策
と
し
て
も
輸
出
の
増
加
に
尽
力

す
る
必
要
が
あ
る
。

5
　
お
わ
り
に

　

資
源
が
少
な
い
日
本
に
と
っ
て
森
林
は

貴
重
な
資
源
で
あ
る
。
ま
た
、
国
土
面
積

の
約
70
％
が
森
林
で
あ
る
日
本
に
と
っ
て
、

1980 85 90 95 2000 05 10 15

（%）

（年）

高齢化率
（65歳以上）

若年者率
（35歳未満）

35

30

25

20

15

10

5

0

（出所）林野庁「森林・林業・木材産業の現状と課題」
を基に日本総合研究所作成

〈図表5〉林業の担い手の高齢化率と若年者率
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森
林
・
林
業
再
生
を
考
え
る
こ
と
は
地
方

創
生
に
も
つ
な
が
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

戦
後
の
工
業
化
や
近
年
の
サ
ー
ビ
ス
産
業

隆
盛
の
流
れ
か
ら
、
第
1
次
産
業
で
あ
る

林
業
の
在
り
方
は
あ
ま
り
議
論
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
中
山
間
地
域
を
活
性
化
す
る

に
は
、
中
山
間
地
域
に
適
し
た
高
付
加
価

値
な
産
業
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
り
、
林

業
は
そ
の
最
有
力
候
補
で
あ
る
。
わ
が
国

の
森
林
資
源
が
増
え
、
世
界
的
に
木
材
へ

の
関
心
も
高
ま
る
中
、
林
業
に
は
大
き
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。

　

地
方
創
生
、
環
境
問
題
対
策
、
防
災
・

減
災
と
い
っ
た
多
面
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
が
森
林
・
林
業
再
生
で
あ
り
、
今
こ

そ
そ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
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